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１ 実践研究の概要

(1) 本校の学力向上プログラム

(2) 研究主題 「耕心」 知恵を耕し、心を耕す授業づくり

～確かな学力の充実と向上をめざして～

生徒に「質の高い学力」を身につけさせるためには、学力調査を分析し、生徒の

実態に合わせた授業づくりが必要である。そこで、質の高い学力の育成を目指した

「魅力ある授業」づくりの実践に日々取り組んでいる。

２ 実践研究の内容

(1) 学力実態の把握・分析

ア 実態の把握・分析

「京都府学力診断テスト」や「ベネッセ学力調査」等の分析

イ 本校の生徒に見られる実態

(ｱ) 学力に関しては学年・教科ごとにばらつきがあるが、基礎力・応用力ともに低

い課題がある。

(ｲ) 学習に対して受け身である生徒が多く、問題や課題を発見し、主体的に解決し

ていくために求められる問題解決力が低い。

(ｳ) 学習に対する向上心はあるものの、学習に取り組む集中力が低く、家でその日

学習したことを復習する生徒が少ないなど、学習を継続して取り組む力が低い意

識調査結果が出ている。



(2) 具体的な目標設定

生徒の実態分析から生徒の学力を向上させるためには、まず教師の授業力の向上が

必要であると考えた。そこで、教科の枠を超えた授業改善の取組を行い、授業と家庭

学習とをリンクさせ、質の高い学力を育成することを目標とした。以下はその具体的

な目標である。

ア 家庭学習の定着・充実に向けた工夫

各学年の家庭学習の取組を交流し合うなかで、効果的な家庭学習の方法をさぐ

る。

イ 授業と家庭学習のリンクの工夫

習得的な内容、活用的な内容を工夫しながら効果的な家庭学習の方法と自学自

習の姿勢を身につけさせる。

ウ 習得型・活用型授業の工夫

研究テーマによるグループ等、様々な視点で具体的な授業改善の方法について

協議を行う。

エ 授業改善プランの利用と研究授業でのチャレンジ

指導者自身の授業改善の取組の振り返りと次のチャレンジにつなげる。

(3) 質の高い学力を育成する具体的方策

全教員が授業改善プランを作成し、重点テーマに沿った実践を行い、公開授業及び

校内研修会で相互に学びあい、次の実践に生かすというR→PDCAサイクルの実践に取

り組んだ。次の三点は、この取組における重点項目である。

ア 各自の研究テーマに即した授業改善プランの作成とその形成的評価の工夫

(ｱ) 授業評価の観点を整理するために授業チェックシートを作成。

(ｲ) 共通の重点項目から選択した研究テーマに沿った授業改善プランを作成。

(ｳ) 授業チェックシートから選択した重点評価項目に関する取組を週単位で振り返

って次週の実践に生かす「実践報告書」を作成。

【授業チェックシート】



【授業改善プラン】 【実践報告書】

イ ２回の公開授業週間を設定し、全員が公開授業を実施。

(ｱ) 教科の枠を超え、研究テーマのジャンルが同じ教員同士で相互に授業を参観し

授業評価を行った。（１学期）

(ｲ) 教科の枠を超えた各自の選択によるテーマ別グループ研究を実施し、相互に授

業を参観し授業評価を行った。（２学期）

テーマ別グループ研究テーマ

①授業におけるＩＣＴの利 ②学習の振り返りと学び直 ③効果的な「自己評価表」

用 しの効果的な方法 の利用

【家庭：イモの皮むき】 【特別支援学級：英語】 【技術：自己評価表】

ウ 校内研修会の持ち方の工夫

(ｱ) 単なる教科内の実践交流会にとどまらず、授業改善についての新しい実践アイ

ディアが提案できるような校内研修会になるよう、参加型協議、教科単位で協議、

学年で協議などさまざまな形態を実施した。

○夏季研修会

・ 「家庭学習と授業の連動」という視点を入れて、教科ごとに検討した。

・ 各学年の家庭学習の取組の分析から「教師の家庭学習指導力」について考

え、「授業改善と結びつけた家庭学習充実の取組」について話し合った。



【教科別分科会】 【各学年の家庭学習の取組の分析】 【家庭学習の取組分析の報告】

○11月研修会

・ 選択したテーマにより、グループ内での意見交流や研修を実施した。

【テーマ別グループ研究分科会】 【全体会：分科会の報告】 【全体会：ﾌﾞﾚｰﾝ･ｽﾄｰﾐﾝｸﾞに

よる授業改善の取組の交流】

(ｲ) 次なるチャレンジの宣言

教師が自分の取組をまとめ、

振り返り、次のチャレンジに

つなげていけるように、校内

研修会の最後に必ず「次なる

チャレンジの宣言」を行って

いる。

３ 実践研究の成果・課題（今後の方向性）

【成果】

・ 研究を一人で進めていくのでは

なく、同じテーマの教員同士で取り組むことにより、教師の授業改善の意識向上を

図ることができた。

・ 教科内や学年内での意見交流が増え、授業改善の方策について教員自身がさまざ

まな方法を模索するようになってきた。

・ 教科の枠を超えたグループによる相互の授業参観をもとに取組を実施しているの

で、同じ重点評価項目を選択していても教科の特性により異なったアプローチの方

法から学ぶべき点が多かった。

【課題】

・ 取組の実践は着実に進められているが、生徒の変容が見られるまでには至ってお

らず、一層継続して取組を進める必要がある。

・ 授業改善と結びつけた家庭学習充実の取組を進めるとともに、学習の基盤となる

基本的な生活習慣や家庭での学習習慣の確立を図る。


